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京都大学医学部入学の頃
１９６０年４月
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臨床 患者さんの役に立つ

疑問

治らない患者さんが多い

治る患者さんは手助けを必要としているか

何人の患者さんの役に立つことができるのか

基礎 研究によって新しい治療法をみつける

治らなかった患者さんが治る
世界中の何百万人に貢献できる

効果
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早石修教授 医化学第一講座
１９６６年
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好奇心（Ｃｕｒｉｏｓｉｔｙ）

勇気（Ｃｏｕｒａｇｅ）

挑戦（Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）

確信（Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ）

集中（Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ）

継続（Ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ）
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大阪大学医学部

中之島に学舎があった頃
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１８７９年４月〜１９９３年まで
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大阪大学遺伝学教室員たちと
１９８３年
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8東レ科学振興財団HPより
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本庶 佑

昭和55年度（第21回）東レ科学技術研究助成受領
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東レ科学振興財団HPより
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東レ科学技術研究助成

分野： 理学・工学・農学・

薬学・医学 (除・臨床医学)

毎年総額１億３千万円

(１件３千万円程度まで、１０件程度)
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科研費配分状況一覧
（令和４年度 新規採択分）
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研究種目
採択
(件）

採択率
（％）

配分額
（円）

１課題あたりの配分額

平均
（円）

最高
（円）

特別推進研究 10 11.4 9億7,180万 9,718万 1億8,830万

基盤研究（S） 80 12.3 32億3,340万 4,042万 8,670万

基盤研究（A） 526 27.4 59億7,200万 1,135万 2,900万

基盤研究（B） 3,403 29.5 170億6,120万 501万 1,380万

基盤研究（C） 12,952 28.5 147億7,840万 114万 310万
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抗体処理能力の多様化
(クラススイッチ)
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抗原（ワクチン）投与による
抗体記憶形成

抗原結合能力の上昇
(体細胞突然変異)
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クラススイッチは重鎖の
定常部と抗体の機能を変える
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クラススイッチ組換え
(CSR)

環状欠失
DNA

クラススイッチ組換えは
大きなDNA断片の欠失を起こす
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T. Honjo & T. Kataoka, PNAS (1978)
T. Kataoka et al., PNAS (1980)

A. Shimizu et al., Cell (1982)

T. Kataoka A. Shimizu
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YI
Y

クラススイッチ前と後の遺伝子発現の差から
AIDを発見

刺激
CD40L, IL-4, TGF-1

M. Muramatsu et al., J.Biol. Chem. (1999)

IgM IgA

Activation Induced 
cytidine Deaminase

AID

AID

B cells

胚中心で発現

発現された
転写産物の比較
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・ヒトのAID欠損症は高IgM血症 II 型で

マウスAID欠損と同じ表現型である

P. Revy et al., Cell (2000)

・従って、AIDはワクチン接種の原理である

抗原記憶を抗体遺伝子に刻む酵素だ
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VDJ 組換え

V D J m d g e ag g gH H C C C 3 C CC 1 C 2b C 2a

S S S S S S S

RAGs
自然抗体

病原体
体細胞突然変異
(SHM)

変異した
可変部遺伝子

クラススイッチ組換え
(CSR)

染色体抗体遺伝子

＋

抗体記憶形成 環状欠失DNA

記憶抗体

VDJ 組換え

V D J m d g e ag g gH H C C C 3 C CC 1 C 2b C 2a

レパートリー
形成

S S S S S S S

RAGs
自然抗体

腫瘍

AID はワクチンが働くように
抗体記憶をゲノムに刻む

AID
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AIDはTop1タンパク質合成を妨げ
DNA切断効率を高める

(IgH遺伝子)

Top1による
効率的・不可逆的
DNA切断

P

Top1

Top1

AID

Ago2

miR-92a-3p

AID

AID-Ago2-
miRNA 複合体

Ago2
Top1 mRNA Top1タンパク質

合成低下

DNA構造
変換
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DNA切断

DNA 
シナプス

特殊な
クロマチン構造 hnRNP K, FACT, 

HuR, Top1

UNG, hnRNP L, 
hnRNP U, PHF5?,

SAMHD1?

eRNA, 
Med12

体細胞変異

乗越修復酵素

クラススイッチ組換え

R-loop

非相同組換え
修復

AID のN側はDNA切断、
C側はDNAシナプスを司り、
IgH遺伝子組換えを行う

AID
(N側ドメイン)

(C側ドメイン)

組換え部位の
転写
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ご清聴ありがとうございました


